
基本的には学校以外が
担うべき業務

①登下校に関する対応
②放課後から夜間などにお
ける見回り、児童生徒が
補導された時の対応
③学校徴収金の徴収・管理
④地域ボランティアとの
連絡調整

※その業務の内容に応じて、
地方公共団体や教育委員
会、保護者、地域学校協
働活動推進員や地域ボラ
ンティア等が担うべき。

⑤調査・統計等への回答等
　（事務職員等）

⑥児童生徒の休み時間における対応
　（輪番、地域ボランティア等）

⑦校内清掃
　（輪番、地域ボランティア等）

⑧部活動（部活動指導員等）
※部活動の設置・運営は法令上
の義務ではないが、ほとんど
の中学校・高校では設置。　
多くの教師が顧問を担わざる
を得ない実態。

教師の業務だが、
負担軽減が可能な業務

⑨給食時の対応
　（学級担任と栄養教諭等との連携等）

⑩授業準備
　（補助的業務へのサポートスタッフの参画等）

⑪学習評価や成績処理
　（補助的業務へのサポートスタッフの参画等）

⑫学校行事の準備・運営
　（事務職員との連携、一部外部委託等）

⑬進路指導
　（事務職員や外部人材との連携・協力等）

⑭支援が必要な児童生徒・家庭への対応
　（専門スタッフとの連携・協力等）

学校の業務だが、必ずしも
教師が担う必要のない業務

１　
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
の
現
状
と

　
　
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て　

❶
端
末
の
活
用
に
向
け
て担

当
課
：
義
務
教
育
課

（
県
Ｐ
連
提
案
）
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

に
向
け
て
、
児
童
生
徒
に
１
人
１
台
端
末
の
整

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
授
業
等
に
お
い
て
ど
の

よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
支
援
・
指
導

体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
等
、
現
状
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
県
回
答
）
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向

け
、
文
部
科
学
省
か
ら
は
、
学
校
を
支
援
す
る

財
政
措
置
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

学
校
に
お
け
る
環
境
整
備
の
初
期
対
応
を
行
う

「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」
や
日
常

的
な
教
員
の
I
C
T
活
用
の
支
援
を
行
う

「
I
C
T
支
援
員
」
等
が
あ
り
、
市
町
の
状
況
に

応
じ
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
生
方

の
I
C
T
活
用
を
支
援
す
る
た
め
、
県
教
育
委

員
会
で
は
、
授
業
に
お
け
る
I
C
T
活
用
に
関

し
て
の
研
修
会
を
実
施
し
た
り
、
い
つ
で
も
見

返
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
動
画
を
提
供
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
先
生
方
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

❷
家
庭
で
の
利
用
に
つ
い
て担当

課
：
義
務
教
育
課

（
県
Ｐ
連
提
案
）
I
C
T
教
育
の
実
施
に
伴
い
、
保

護
者
と
し
て
責
任
を
も
て
る
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
の
習
得
や
通
信
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
家
庭

の
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
の
推
進
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
　

持
ち
帰
っ
た
端
末
を
家
庭
で
使
用
す
る
際
、

保
護
者
は
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を

付
け
て
利
用
さ
せ
た
ら
よ
い
の
か
教
え
て
く
だ

さ
い
。

（
県
回
答
）
端
末
の
持
ち
帰
り
や
持
ち
帰
っ
た
端
末

で
使
用
で
き
る
機
能
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
設

置
者
で
あ
る
市
町
教
育
委
員
会
が
定
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

家
庭
で
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
の
扱

い
方
に
つ
い
て
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
そ
の
ま
ま
す
べ

て
受
け
入
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
各
種

S
N
S
や
動
画
サ
イ
ト
、
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
は

ど
う
利
用
す
る
べ
き
か
、
個
人
情
報
の
取
扱
い

や
著
作
権
な
ど
に
つ
い
て
、
年
齢
に
応
じ
て
正

し
い
知
識
を
も
た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　

端
末
の
利
用
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
目
の
健

康
な
ど
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❸
S
N
S
利
用
上
の
問
題
と
対
応
に
つ
い
て

担
当
課
：
こ
ど
も
未
来
課

（
県
Ｐ
連
提
案
）
子
ど
も
の
S
N
S
利
用
に
つ
い
て
、

保
護
者
は
ど
の
よ
う
な
心
構
え
を
も
ち
、
子
ど

も
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
新
た
に
家

庭
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
県
回
答
）
学
校
か
ら
配
付
さ
れ
る
端
末
に
つ
い
て

は
、
何
の
た
め
に
配
付
さ
れ
て
い
る
の
か
（
学

習
に
使
う
も
の
）
と
い
う
こ
と
を
、
親
子
一
緒

に
話
し
合
い
、
ど
の
よ
う
な
使
い
方
を
す
る
べ

き
か
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

使
う
場
所
・
使
用
時
間
・
終
わ
り
の
時
刻
・

寝
る
と
き
に
置
く
場
所
な
ど
、
子
ど
も
の
年
齢

や
各
家
庭
の
事
情
に
合
わ
せ
な
が
ら
子
ど
も
と

一
緒
に
ル
ー
ル
を
決
め
、
子
ど
も
が
自
分
で
考

え
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
根
気
強
く

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

❹
全
国
学
力
調
査
へ
の
端
末
導
入
に
つ
い
て

担
当
課
：
義
務
教
育
課

（
県
Ｐ
連
提
案
）
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
パ

ソ
コ
ン
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
端
末
利

用
の
上
手
下
手
が
調
査
結
果
に
影
響
し
な
い
の

か
が
心
配
で
す
。

（
県
回
答
）
文
科
省
は
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

に
つ
い
て
、「
令
和
６
年
度
か
ら
順
次
C
B
T
化

を
実
施
す
る
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

C
B
T
化
に
向
け
て
、
本
年
度
に
全
国
的
な
試

行
・
検
証
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
県
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
国
の
試
行
・
検
証
の
結
果
分
析

を
受
け
て

具
体
的
な

対
応
を
検

討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　

タ
イ
ピ

ン
グ
の
技

能
の
差
が
、

調
査
結
果

や
、
ひ
い

て
は
情
報

活
用
能
力

に
影
響
す

る
こ
と
の

な
い
よ
う
、

タ
イ
ピ
ン

グ
能
力
に
つ
い
て
県
独
自
の
指
標
を
設
定
し
、

「
タ
イ
ピ
ン
グ
検
定
（
案
）」
等
を
実
施
し
ま
す
。

※
Ｃ
Ｂ
Ｔ（Com

puter Based Testing

：

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
等
を
使
用
し
た
調
査
）

２　
学
校
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

担
当
課
：
義
務
教
育
課

（
県
Ｐ
連
提
案
）
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
し
て
は
、
学

校
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
積
極
的
に
協
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
管
理
職
と

教
諭
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取

組
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う

な
取
組
を
考
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

（
県
回
答
）
地
域
に
よ
っ
て
は
市
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

や
単
Ｐ
の
事
務
局
を
教
頭
が
兼
ね
て
お
り
、
一

定
の
負
担
感
は
現
実
に
あ
り
ま
す
。

　
　

県
教
委
で
は
、
関
係
各
課
、
各
市
町
教
委
、

県
校
長
会
・
教
頭
会
に
よ
る
「
超
勤
改
善
等
対

策
会
議
」
を
平
成
29
年
度
よ
り
開
催
し
、
超
過

勤
務
の
縮
減
を
重
点
目
標
と
し
て
、
80
時
間
超

え
教
職
員
の
割
合
を
、
令
和
３
年
度
下
半
期
に

０
に
す
る
こ
と
を
成
果
目
標
に
掲
げ
、
具
体
的

方
策
を
協
議
・
共
有
し
、
取
組
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
　

今
後
、
学
校
が
業
務
縮
減
を
し
て
い
く
際
に
、

地
域
や
保
護
者
の
皆
様
に
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
の
趣
旨
を
理
解
い
た
だ
く
こ
と
も
課
題

の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
下
表
は
、
校
内
業
務
を

精
選
し
、
関
係
団
体
等
と
役
割
分
担
や
協
働
し

た
取
組
の
一
例
で
す
。
今
後
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
力
強
い
御
支

援
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３　
新
任
教
員
研
修
会
に
お
け
る

　
　
県
ま
た
は
市
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
の

　
　
役
員
派
遣
に
つ
い
て担

当
課
：
生
涯
学
習
課

（
県
か
ら
報
告
）
昨
年
度
の
懇
談
会
で
の
協
議
を
受

け
、
各
学
校
で
行
わ
れ
る
研
修
の
際
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
に
講
話
し
て
も
ら
う
よ
う
市
町
教
育
委
員

会
に
働
き
か
け
た
り
、
管
理
職
員
登
録
者
に
向

け
て
、「
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
」
の
講
義
を

し
た
り
、
さ
ら
に
は
県
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
若

手
職
員
や
管
理
職
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
を
対
象
に
「
楽

し
く
・
た
め
に
な
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
」
を
実
施

し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を
進

め
て
い
る
現
状
と
し
て
は
、
各
学
校
や
市
町
教

委
で
実
施
す
る
研
修
の
機
会
に
外
部
の
方
を
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
、
市
町
教
育
委

員
会
へ
の
依
頼
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
施

回
数
が
増
加
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
各
種

会
議
や
研
修
会
等
を
通
じ
て
、
市
町
教
委
や
管

理
職
員
に
対
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
･
保
護
者
と
の
か

か
わ
り
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
保
護
者
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
機
会
を
積
極
的
に
設
け
る
よ

う
に
働
き
か
け
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
事
務
局
長　

吉
野 

憲
和

（
三
井
楽
小
学
校
・
教
頭
）

五
島
市

三
井
楽
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

よ
し
の

み
い
ら
く

か
ず

の
り

さ
ざ
な
み

　
「
あ
い
さ
つ
が
し
に
く
く

な
っ
た
」
こ
れ
は
以
前
勤
務
し

て
い
た
学
校
の
地
域
の
方
の
言

葉
で
あ
る
。「
知
ら
な
い
人
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
た
」
と
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は

そ
の
言
葉
を
理
解
し
た
と
同
時

に
、
我
々
大
人
は
大
切
に
す
べ

き
事
を
見
落
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
を
抱
い

た
。

　
本
来
あ
い
さ
つ
と
は
礼
儀
で

あ
り
、
相
手
意
識
で
人
と
人
を

つ
な
ぐ
ご
く
自
然
な
言
葉
の
や

り
と
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
前
会
社
を
経
営
さ
れ
て
い
る

知
人
と
の
会
話
で
、
経
営
者
と

し
て
徹
底
し
て
い
る
こ
と
は
あ

い
さ
つ
だ
と
聞
い
た
。
あ
い
さ

つ
の
出
来
不
出
来
は
会
社
の
経

営
に
関
わ
る
と
い
う
。
企
業
も

あ
い
さ
つ
で
つ
な
が
っ
て
い
る

の
だ
。

　
確
か
に
昨
今
の
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
安

全
だ
と
は
言
え
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
家
庭
や
学
校
は
危
機
意

識
を
子
ど
も
に
育
ん
で
い
る
。

地
域
の
方
も
立
哨
等
で
見
守
っ

て
く
だ
さ
る
。
こ
こ
に
糸
口
を

見
出
し
た
い
。
あ
い
さ
つ
で
顔

見
知
り
を
増
や
し
て
子
ど
も
を

危
険
か
ら
守
る
の
で
あ
る
。

　
安
心
で
き
る
環
境
作
り
を
あ

い
さ
つ
か
ら
始
め
る
連
携
。
将

来
を
生
き
る
か
ら
こ
そ
大
切
に

し
た
い
。
地
域
や
家
庭
、
学
校

の
連
携
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
で

き
る
と
信
じ
て
い
る
。
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令
和
３
年
度
長
崎
県
人
権
教
育
中
央
研
修
会﹇
令
和
４
年
２
月
15
日（
火
）﹈

「
知
る
こ
と
」「
気
づ
く
こ
と
」
か
ら
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て

長
崎
県
県
民
生
活
環
境
部
人
権
・
同
和
対
策
課

（
長
崎
県
人
権
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

みんなで、考えよう。
みんなに、伝えよう。

かんが

つた

受
賞
お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

第15回
いじめ防止標語
コンテスト

※長崎県ＰＴＡ連合会ホームページにアクセスしていただき
ますと、本コンテスト専用バナーから応募用紙・封筒表
書きなどをダウンロードできます。

■いじめの防止・根絶を呼びかける標語
を募集します。

■文字数の規定はありません。

■応募は児童・生徒１名につき、１作品
とさせていただきます。
　個人での応募はできません。各ＰＴＡ
（学校）で取りまとめて長崎県ＰＴＡ
連合会へお送りください。

■応募作品は未発表の日本語原稿に限り
ます。

■応募作品は返却いたしません。

　第15回「いじめ防止標語コンテスト」の
作品募集が令和３年11月１日から始まって
います。
　全応募者の中から文部科学大臣賞、全国
賞、優秀賞、ＰＴＡ推薦賞が選ばれます。
　ぜひコンテストへの応募を機に、家庭で
「いじめ防止」について考えてみてください。

応 募 締 切
令和4年1月14日（金）必着

募集要項

　今年で２０周年を迎えた「ココロねっこ運動」は、子ども

たちの心の根っこを育てるために、大人のあり方を見直し、

みんなで子どもを育てる県民運動です。

★「大人のあり方を見直す」ってどうするの？
子どもは、まわりの大人や育つ環境に大きな影響を
受けて成長します。ルールやマナーを守らない大人や
人間関係のわずらわしさから人と関わらず生活してい
る大人を見て育った子どもは、どう成長するでしょう。
想像してみてください。子どもに言葉で伝えることも
大事ですが、大人の私たちがどんな行動をしているか
見直してみることも大切ですね。

★実際にどんなことをするの？
例えば、あいさつ運動や交通安全運動など地域全体
で子どもを見守ったり、企業では「ノー残業デー」を
設定し、家族と過ごす時間を応援したりします。
また、学校行事やＰＴＡ行事への積極的な参加や、
毎月第３日曜日の「家庭の日」には、家族だんらんの
時間を増やし家族の絆を深める等、身近なことから取
り組むことができます。

★予告：「子育て応援の店」小学生のお子様がいるご家庭まで利用できるようになります！
　これまで、未就学児のお子様がいるご家庭に活用して
いただいていた「子育て応援の店」ですが、サービス対
象年齢を小学生のお子様がいるご家庭まで拡大中です。
ココロンパスポートをご提示いただくと、割引等おトク
なサービスが受けられます。各店舗でのサービス内容は
ココロンネットでご確認ください。

野見山さん
（猪調小Ｐ）

田口さん
（平戸市Ｐ連）

大野さん
（諫早市Ｐ連）

佐田さん
（喜々津小Ｐ）

左から 中野さん
（西坂小育）

樋口さん
（喜々津小Ｐ）

左から

家庭では
～取組の提案10項目～ココロねっこ10

①「早寝・早起き・朝ご飯」の生活リズムを確立さ
せましょう。
②毎月第３日曜日（※標準日）は「家庭の日」です。
家族の絆を深めましょう。
③学校・PTA行事や地域行事に、すすんで参加しま
しょう。
④親の責任で携帯電話を持たせるときは、子どもた
ちを守るためにフィルタリングを必ずしましょう。
保育所・幼稚園・学校では
⑤楽しい遊びや学び、わかる授業を展開し、たくま
しく生きる力を育みましょう。
⑥いじめや仲間外しがなく、安心して園・学校生活
を送れるようにしましょう。
地域では
⑦あいさつ・声かけ運動を推進し、子どもも大人も
顔見知りになりましょう。
⑧子どもや子育て家庭を温かく見守り、相談にのり
ましょう。
企業では
⑨「ノー残業デー」を設定し、家族のだんらんを応
援しましょう。
⑩学校・PTA行事や地域行事に参加しやすい雰囲気
や体制を整えましょう。

子どもも 大人も 笑顔になれる 「ココロねっこ運動」！ ～できることから大人から～ 

「ココロねっこ運動」こども未来課 

お得・便利な「ココロンパスポート」
や「ココロンアプリ」詳しくは・・・

長崎県青少年育成県民会議
TEL：095-824-7510

検索 ココロンネット 

作 品 募 集 ！
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西
坂
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学
校
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早
市
立
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つ
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津
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学
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Ｔ
Ａ
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文
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長
崎
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国
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１
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体
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＊
開
催
案
内
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
知
る
こ
と
」「
気
づ
く
こ
と
」
か
ら
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て

長
崎
県
県
民
生
活
環
境
部
人
権
・
同
和
対
策
課

（
長
崎
県
人
権
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

ギ　　　　ガ

GIGAスクール
　ってなあに？

このような背景から、学習指導要領において情報活用能力の重要性が強調され、
GIGAスクール構想が進められることとなりました。GIGAスクール構想では、
児童生徒に１人１台の学習者用PCを与えることで、「いつでもどこでもインター
ネットにつなぎ、調べ考え対話する活動を行う」ことをねらい
としています。これまで紙で行われていた全国学力・学習状況
調査も、数年先にはコンピュータを用いた方式に変更すること
が検討されています。

※１　経済協力開発機構（OECD）による生徒の学習到達度調査（PISA）、
国際教員指導環境調査（TALIS）

また、多くの国でICTが学習の道具としてあたりまえに使われているのに比べて、
日本ではゲームやチャットなど、いわゆる遊びの道具であるという認識が強く、
学習の道具としては、あまり活用されていませんでした。（図２）

今回は、日本の学校教育におけるICT活用の状況について、御紹介します。
世界的な調査結果※１　 では、日本の学校教育におけるICT活用の状況は、調査に
参加した諸外国の中でも、大きく遅れを取っていることが示されています。（図１）

特集

５
ねん

年
うらかわ

浦川ひかり
こ

子
　さ　せ　ぼ　し　

佐世保市　
みなとしょうがっこう

港小学校

１
ねん

年
みなみしまばら　し　

南島原市　
あり　え　ちゅうがっこう

有家中学校
　ふな　と　

　船戸　
　み　らん

蘭心

わたし

私の
おとうと

弟・はり
まる

丸

か

家 
ぞく

族 
おう

応 
えん

援 
だん

団

わたし

私には、
おとうと

弟がいました。
　な　まえ

名前を「はり
まる

丸」という、はりねずみです。
おとうと

弟は
いま

今、
そら

空にいます。
おとうと

弟（はり
まる

丸）のことを
おも

思い
だ

出してみると、
ほんとう

本当に
だい　す　

大好きだったんだと
あらた

改めて
おも

思いました。
でも

さいしょ

最初は、かまれるし、
まる

丸まって
かお

顔をなかなか
み

見せてくれな
いので、

にが　て　

苦手でした。けれども、たくさんふれあうようになって、
す

好きになっていきました。
その

ほか

他にも、いろいろな
めん

面を
し

知りました。リンゴが
す

好きだったり、
まる

丸まるとボールみたいになり
しろ

白いおなかを
み

見せたりしてくれてと
てもかわいかったです。そうやってふれあい、

せっ

接しているといつ
かは

なか　よ　

仲良くなれると、
おとうと

弟は
おし

教えてくれました。
これは

にんげんかんけい

人間関係にも
つう

通じると
おも

思います。
にが　て　

苦手な
ひと

人にも
　さ　べつ

差別なく、
せっ

接していこうと
おも

思い
ます。そしてこのことを

おし

教えてくれた
だい　す　

大好き
な

おとうと

弟・「はり
まる

丸」を
わたし

私は
ぜったい

絶対に
わすれ

忘れません。

わたし

私は、テニスが
だい　す　

大好きです。６
さい

歳から
はじ

始めました。
へいじつ

平日３
　じ　かん

時間、
　ど　よう　び　

土曜日は５
　じ　かん

時間、
にちよう　び　

日曜日は
　し　あい

試合や
　じ　しゅれんしゅう

自主練習と、きつい
けどすごく

たの

楽しいです。
れんしゅう

練習に
まいにち　つ　

毎日付き
　あ　

合ってくれる
はは

母、
れん

練
しゅうあい　て　

習相手になってくれる
はは

母に
　う　

打ち
　ま　

負けた
とき

時はすごく
くや

悔しいです。
れんしゅうしゅうりょう　ご　

練習終了後に
むか

迎えに
　き　

来てくれる
あね

姉、
　し　あいぜんじつ

試合前日に
かなら

必ず
とうきょう

東京か
ら「

がん　ば　

頑張れ！」の
おうえん

応援メッセージをくれる
あに

兄、
ちゅう

中３の
あに

兄も
わたし

私
の
れんしゅうあい　て　

練習相手になってくれます。
きゅうしゅうたいかい

九州大会に
しゅつじょう

出場した
とき

時は、
たんしん　ふ　にんさき

単身赴任先
の

な　ご　や

名古屋から
ちち

父が
かえ

帰ってきてくれました。
わたし

私は
ちち

父と
く

暮らしたことがありません。
ずっと

たんしん　ふ　にん

単身赴任だから
いっ　し　あい

一試合でも
おお

多く
か

勝
てば

ちち

父と
なが

長く
いっしょ

一緒にいられます。
　し　あい

試合に
か

勝った
とき

時は
　か　ぞく

家族みんな
よろこ

喜んでく
れて、

ま

負けた
とき

時はいっぱい
はげ

励ましてくれ
ます。

いま

今は
　か　ぞく

家族が
はな

離れているけど、
　か　ぞく

家族
に

かんしゃ

感謝しています。
いま

今の
わたし

私には
　か　ぞく

家族が
いちばん

一番の
おうえんだん

応援団です。

日本における
ICT活用の状況第２回

【図１】　GIGAスクール構想の実現へ（文部科学省リーフレット）

【図２】GIGAスクール構想の実現へ（文部科学省リーフレット）

詳しくは下の
QRコードから
御覧になれます
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
、
家
族
と
過
ご
す
時

間
が
増
え
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

に
お
過
ご
し
で
す
か
。
内
閣
府
の

調
査
に
よ
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
や
動
画
配
信
の
利
用
（
視

聴
）
が
増
え
た
子
ど
も
が
多
い
の

も
事
実
で
す
。

あ
る
家
庭
で
、
子
ど
も
と
こ
ん

な
会
話
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

親
「
ス
マ
ホ
ば
っ
か
り
や
っ
て
い

な
い
で
、勉
強
し
な
さ
い
！
」

子
「
自
分
だ
っ
て
ス
マ
ホ
ば
っ
か

り
触
っ
て
い
る
じ
ゃ
ん
！
」

子
ど
も

は
、
見
て

い
な
い
よ

う
で
し
っ

か
り
見
て

い
ま
す
。

一
方
、

親
「
何
を
見
て
い
た
の
？
」

子
「
も
っ
と
上
手
く
な
り
た
い
と

思
っ
て
、
中
総
体
の
試
合
を

見
直
し
て
い
た
。」

親
「
そ
っ
か
あ
。
お
母
さ
ん
も
一

緒
に
見
た
い
な
。」こ

の
よ
う

な
会
話
か
ら
、

子
ど
も
が
ど

ん
な
使
い
方

を
し
て
い
る

の
か
、
何
に

興
味
関
心
が

あ
る
の
か
知

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
子
ど
も
が

初
め
て
自
転
車
に
乗
る
と
き
、
ど

う
し
ま
す
か
。
ま
ず
は
、
子
ど
も

に
自
転
車
の
乗
り
方
を
教
え
、
危

険
が
少
な
い
広
場
で
親
が
見
守
り

な
が
ら
使
わ
せ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
子
ど
も
が
成
長
し
道

路
で
自
転
車
に
乗
る
と
き
に
は
、

車
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
声
を
か

け
る
で
し
ょ
う
。　
　

子
ど
も
は
、
親
の
見
守
り
の
お

か
げ
で
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
の

マ
ナ
ー
や
危
険
性
に
つ
い
て
考
え
、

便
利
な
自
転
車
と
い
う
乗
り
物
を

上
手
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

ど
う
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
が
見
て

い
る
動
画
を
一
緒
に
見
た
り
、

ゲ
ー
ム
の
様
子
を
見
守
っ
た
り
し

な
が
ら
、
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
の
使

い
方
に
つ
い
て
も
、
親
子
で
話
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

長
崎
県
福
祉
保
健
部
こ
ど
も
政
策
局
　
こ
ど
も
未
来
課

子育て法
わが家の

私
に
は
、
長
女
（
高

２
）、
長
男
（
中
３
）、
次

男
（
小
５
）
の
３
人
の

子
ど
も
が
い
ま
す
。

わ
が
家
の
子
育
て
法

は
、
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が
、
子
ど
も
の
成

長
に
合
わ
せ
て
、
そ
の

都
度
対
応
し
て
い
る
だ

け
で
す
。

そ
ん
な
な
か
で
も
子

育
て
で
心
掛
け
て
い
る

こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
「
子
ど
も
が

や
り
た
い
こ
と
を
否
定

し
な
い
」
こ
と
で
す
。

子
ど
も
が
好
奇
心
を

も
っ
て
や
り
た
い
と

思
っ
た
こ
と
は
、
親
と

し
て
そ
れ
が
で
き
る
環

境
を
作
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、

好
奇
心
だ
け
で
始
め
て
、

途
中
で
「
や
め
た
い
」

と
言
い
出
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
親
と
し
て
は

「
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い

う
感
情
を
抑
え
き
れ
ず
、

子
ど
も
と
口
喧
嘩
に
な

り
ま
す
。
そ
の
と
き
は

お
互
い
が
納
得
す
る
ま

で
話
を
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
「
ほ
か

の
子
と
く
ら
べ
な
い
」

こ
と
で
す
。
勉
強
や
運

動
な
ど
で
身
近
に
活
躍

し
て
い
る
子
は
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
人
ひ
と
り
が
も
つ
能

力
や
特
性
、
環
境
な
ど

に
は
違
い
が
あ
り
ま
す
。

姉
弟
で
あ
っ
て
も
そ
う

で
す
。
時
々
、
怠
け
て

サ
ボ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
子
を
そ
の

子
と
し
て
認
め
、
励
ま

す
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。「
他
の
子
は
で

き
て
い
る
の
に
…
」
の

一
言
は
、
で
き
る
だ
け

我
慢
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
ま
だ
ま
だ

完
全
に
こ
の
二
つ
が
実

行
で
き
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
P
T
A
活
動

で
の
様
々
な
学
び
を
通

じ
て
、
子
ど
も
と
と
も

に
成
長
で
き
る
私
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

「
子
ど
も
と
と
も
に
成
長
を
」

川
棚
小
学
校
が
あ
る

川
棚
町
は
、
長
崎
県
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

戦
時
中
は
海
軍
工
廠
の

町
と
し
て
栄
え
た
と
こ

ろ
で
す
。
現
在
は
、
県

立
大
崎
自
然
公
園
を
中

心
と
し
た
観
光
資
産
を

活
か
し
て
町
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
棚
町
も
少
子
高
齢

化
の
波
を
避
け
ら
れ
ず
、

児
童
数
の
減
少
が
続
い

て
い
ま
す
。
県
内
の
各

単
位
P
T
A
と
同
様
に
、

会
員
数
の
減
少
に
伴
っ

て
様
々
な
課
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら

の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、

前
年
踏
襲
の
活
動
で
は

P
T
A
活
動
そ
の
も
の

が
停
滞
し
て
し
ま
う
こ

と
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
次
年

度
を
目
標
に
大
き
な
組

織
変
更
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ま
ず
、
P
T
A
の
活

動
の
中
心
と
な
る
委
員

会
の
数
を
削
減
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
細

分
化
さ
れ
て
広
が
っ
た

活
動
を
一
度
集
約
し
、

活
動
の
内
容
も
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
見
直
す
予
定

で
す
。
今
は
ま
だ
役
員

義
務
が
あ
り
ま
す
が
、

将
来
的
に
は
役
員
義
務

に
縛
ら
れ
ず
に
協
力
で

き
る
会
員
を
中
心
に
活

動
を
深
め
、 

そ
こ
か
ら

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
新
し
く

始
め
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

P
T
A
ご
意
見
B
O
X

の
設
置
で
す
。
P
T
A

活
動
の
疑
問
や
活
動
し

た
い
こ
と
、
学
校
を
取

り
巻
く
あ

ら
ゆ
る
場

面
で
気
が

付
い
た
こ
と
、
話
し
合

い
た
い
こ
と
な
ど
、
会

員
の
皆
さ
ん
が
思
っ
て

い
る
こ
と
を
聞
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
よ
り

良
い
学
校
生
活
の
た
め
、

保
護
者
同
士
の
つ
な
が

り
が
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
に
、
学
校
、 

地
域
、

保
護
者
が
力
を
合
わ
せ

て
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
い
ぐ
ん
こ
う
し
ょ
う

し
ゅ
う

と
う

単 P 活動紹介
コ
ロ
ナ
禍
を
生
か
し
て
新
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
づ
く
り
を

❶会員相互の親睦と、意思の疎通を図るため、会員の意見や情報交換を重視し
て編集する。
❷子どもの健やかな成長を願い、保護者と教師の研修の資料を提供する。
❸一党一派の思想・信条または政策等に偏することなく、政治的、教育的中立
を確保する。

◇編集の基本方針◇

い
ぶ
き

諫早市
諫早小学校育友会
いさはや

はしもと しょう た

会長 橋本　将太

東彼杵郡
川棚小学校ＰＴＡ
かわたな

なか お けいいちろう

会長　中尾佳一郞

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
　

　  
ど
う
付
き
合
う
？

長 崎 県 P T A 新 聞 令和3年12月17日　⑷


